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安来市の人口と世帯数　　 　平成27年6月30日現在

人　口 ･･･男19,395人　 女21,172人　 合計40,567人

世帯数･･･14,168 世帯　



今月の表紙 

　山陰地方の要衝の地であった月山富田城は、日本五大
山城の一つに数えられ、戦国期には類を見ない程の広大
な城域をもつ山城です。また、険しい月山の山稜を生か
した複雑な登城ルートや、飯梨川を天然の堀として活用
するなど、自然の地形を巧みに利用した難攻不落の名城
としても知られています。歴史専門雑誌「歴史人」では、
城ランキングの山城部門でナンバー１に選出されるなど
高い評価を得ています。
　市では月山富田城跡の環境整備を、本年度から５年を
かけて進めます。この城跡の魅力を皆さまに分かりやす
くお伝えするため、城跡を覆い石垣などを侵食している
樹木の伐採や、遺跡の保存・修復を行い、富田城が名を
はせた中世の姿に近づける計画です。また、案内看板の
増設や登山道の一部拡張、頂上部の見晴らし確保など、
観光地としての魅力を向上させ、観光客の皆さんに満足
していただける観光プランを提供したいと考えておりま
す。
　今後、松江城天守の国宝化を機に、多くの観光客が山
陰を訪れることが予想されます。この好機を逃すことな
く圏域自治体と連携を図りながら、安来にも多くの観光
客を呼び込みたいと考えております。
　整備により、歴史的な遺産を後世に伝えるとともに、
月山富田城跡の魅力を全国に発信していく所存です。ま
た、市民の皆さんにもその重要性を再認識していただき、
地元で愛され、ふるさとの誇りとなるような史跡にして
いく考えです。

偉大な城跡を
市民の誇りに

市長室だより

　小さな木のパーツをくぎなどを使わ
ずに組み立てる組子細工。２人の生徒
は、４日間、根気強くパーツ約 2800
個を組みあわせ、サッカーボールを完
成させました。

「伯太中生、地元の職場で体験学習」

・撮影日　７月３日
・撮影場所 伯太町井尻

（ウッドアート門脇）
関連記事を 13 ページ
に掲載しています。

●
「
堀
尾
吉
晴
公
を
偲し
の

ぶ
会
」

　

国
宝
と
な
る
松
江
城
を
築
城
し
た

堀
尾
吉
晴
公
の
埋
葬
さ
れ
て
い
る
巌

倉
寺
（
広
瀬
町
富
田
）
で
、
松
浦
正

敬
松
江
市
長
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し

た
。

目
次
●
平
成
27
年
８
月
号
　

Vol
．１３０

■
市
長
室
だ
よ
り･････････････････････････････

２

■
市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス･･･････････････････････････

３

■
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化
を
推
進
し
て
い
ま
す･･･････

４

■
平
成
28
年
度
安
来
市
職
員
を
募
集
し
ま
す･････････

５

■
医
療
証
等
更
新
の
時
期
で
す ･･･････････････････

６

■
特
集　

地
域
で
育
む
ふ
る
さ
と
の
誇
り･･･････････

８

■
た
う
ん
と
ぴ
っ
く
す･････････････････････････

12

■
や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ････

15

■
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ････････････････････

16

■
加
納
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
コ
ラ
ム･･

17

■
「
ジ
ョ
ー
ホ
ー
の
森
」  

各
種
お
知
ら
せ･･････････

18

■
昔
さ
ん
ぽ
・
や
す
ぎ
再
発
見
（
裏
表
紙
）

●
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
別
刷
り
）　

　
　

８
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療　

な
ど
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墓前であいさつする近藤市長。信
長

短
市



最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス
　

市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
行
う
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

を
支
援
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

事
業
の
モ
デ
ル
と
な
る
交
流
セ

ン
タ
ー
を
選
定
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
６
月
19

日
、
安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー

の
職
員
ら
が
、
10
分
間
で
地
域

の
課
題
解
決
策
や
地
域
活
性
化

な
ど
の
地
域
振
興
策
を
提
案
し
、

５
人
の
審
査
員
が
審
査
し
ま
し

た
。

　

井
尻
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
移

動
式
ピ
ザ
窯
や
コ
ン
ロ
な
ど
を

購
入
し
、
納
涼
会
や
各
地
区
の

料
理
教
室
な
ど
の
開
催
を
提

案
。
食
材
選
び
、
調
理
、
食
事

を
通
じ
て
世
代
間
交
流
を
図
り

た
い
と
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
支
援
に
取
り
組
む
島
田
交

流
セ
ン
タ
ー
は
、
支
援
の
輪
を
幅

広
い
世
代
に
広
げ
る
た
め
、
セ
ン

タ
ー
内
に
カ
フ
ェ
の
開
設
や
、
野

菜
講
座
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
を
開
き
、支
援
者
を
育

成
す
る
プ
ラ
ン
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
、
モ
デ
ル
館
に
選
ば
れ

た
の
は
奥
田
原
、
島
田
、
下
山

佐
、
井
尻
、
荒
島
の
交
流
セ
ン

タ
ー
。
５
つ
の
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
助
成
を
受
け
、
選
定
さ
れ

た
事
業
を
一
年
を
通
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

市
内
の
消
防
団
が
、
消
火
活
動
の

基
本
と
な
る
技
術
の
早
さ
や
正
確

さ
、
規
律
な
ど
を
競
う
第
10
回
安
来

市
消
防
操
法
大
会
が
６
月
14
日
、
中

海
ふ
れ
あ
い
公
園
（
仮
称
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
に
安
来
・
広
瀬
・

伯
太
各
方
面
隊
か
ら
５
チ
ー
ム
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
12
チ
ー
ム
の
団
員

約
１
０
０
人
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
と

も
、
会
場
に
響
き
渡
る
大
き
な
声
と

き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
操
法
を
実

施
し
、
本
大
会
に
向
け
練
習
を
重
ね

て
き
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

●
大
会
結
果

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
…
赤
江
分
団
、
準
優
勝
…
井
尻

分
団
、
３
位
…
山
佐
分
団

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝
…
飯
梨
分
団
、
準
優
勝
…
布
部

分
団
、
３
位
…
母
里
分
団

※
優
勝
し
た
赤
江
分
団
と
飯
梨
分
団

は
、
島
根
県
消
防
操
法
大
会
（
８
月

９
日
、
益
田
市
）
に
安
来
市
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

●
女
性
消
防
隊
が
操
法
を
初
披
露

　

10
月
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
る
第

22
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
、

島
根
県
代
表
で
出
場
す
る
安
来
市
女

性
消
防
隊
が
、
市
操
法
大
会
で
練
習

の
成
果
を
初
披
露
し
ま
し
た
。　

　

安
来
市
女
性
消
防
隊
は
、
全
国
大

会
に
向
け
こ
と
し
の
２
月
か
ら
練
習

を
開
始
。
現
在
は
週
２
回
、

消
防
新
庁
舎
で
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

各地区が地域づくりをプレゼン
５つの交流センターをモデル館に
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（上）会場の様子。（中）井尻は紙芝居を使った
プレゼンを披露。（左下）くどき復活を提案し
た下山佐の足立主事。（右下）質疑を行う審査員。

日頃の練習成果を披露
安来市消防操法大会

操法を初披露した安来市女性
消防隊員。



　浄化槽による
      水洗化を
      推進しています

　市では、生活環境の改善や、生活排水による
河川などの水質汚濁を防ぐため、今年度も計画
的に下水道工事を行います。
　中でも、経済的で短期間に整備ができる浄化
槽の設置を促進しています。

水洗化を希望される世帯に市が浄化槽を設置します

　　　対象…公共下水道等の計画区域を除く「浄化槽整備区域」の人

●問い合わせ…下水道課
　　　　　　　℡２３-３１０５

　そのほか、市への各種手続きなどは、指定工
事店が代行します。
※�平成 27 年度申請受付は、９月末ごろに締め
切ります。
■申請者にご負担いただくもの
・受益者分担金…20万円
・宅内排水設備の工事費…指定工事店にご相談
　ください。
・下水道使用料…水道使用量に応じて算定しま
　す。

浄化槽の設置費用を補助します

対象…当分の間、整備が見込まれない「公共下
　　　水道計画区域」、「浄化槽整備区域」の人

水洗便所改造資金の融資制度

　下水道への接続に際し、汲み取り便所を水
洗便所に改造する資金について、融資のあっ
せんをしています。
■融資の内容など
・融資限度額…１００万円
　（大便器の数・改造状況に応じて、最高　
　２００万円）
・返済期間…60カ月以内
・貸付利率…年 1.5 パーセント
※保証人１人が必要です
　（市内在住で生計を別にする人）

　公共下水道等の計画区域外となる浄化槽整備区
域において、水洗化を希望される世帯に、市が浄
化槽を設置します。
　工事期間は２週間程度ですが、施工業者の選定
などが必要となり、申請から完了まで２～３カ月
程度かかります。
　また、宅内の排水を浄化槽に接続する設備（排
水設備）の工事が必要になります。施工する業者は、
申請者が市の指定工事店の中から選定し、工事費
は申請者に負担していただくことになります。

■補助金の額
　・５人槽…33万２千円
　・７人槽…41万４千円
　・10人槽…54万８千円

　公共下水道の計画区域でも、当分の間（おおむ
ね７年以上）整備が見込まれない地域では、浄化
槽を自ら設置する個人や事業所などに対し、設置
費の一部を補助します。
　この場合も宅内の排水設備工事が必要です。申
請手続きなどは、指定工事店にご相談ください。
　また、浄化槽整備区域であっても、この補助制
度を利用いただくことができます。ご希望の際は、
事前に下水道課までご相談ください。
※�平成27年度の申請受付は、10月末ごろに締め
切ります。

つなごう !   

　下水道
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安来市職員採用試験
平成 28年度採用予定の職員を募集します

 募集する職種・人員・受験資格
職種 募集人員 受験資格

一般事務 15 名程度 昭和56年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人。

土木 ３名程度 昭和56年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人。

幼稚園教諭
・保育士

２名程度
昭和61年４月２日以降に生まれた人で、幼稚園教諭免許状および
保育士資格を有する人（平成27年度取得予定者を含む）。

調理師 ５名程度
昭和61年４月２日以降に生まれた人で、栄養士免許を有する人（平
成27年度取得予定者を含む）。

消防 ５名程度

平成２年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた人で、心
身健康にして消防職務の遂行に必要な体力を有する人。
※視力（含矯正視力）が0.8以上、色覚並びに聴力が正常であること。
※採用後は安来市内に居住すること。
※�普通自動車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する人（採用の
日までに同免許を取得できる人または採用後直ちに同免許を取
得できる人を含む）。
※採用後、中型自動車運転免許を自己において取得できる人。

試　　験　【１次試験】試験日：平成27年９月20日㈰　会場：安来中央交流センターほか
　　　　　※２次試験の日時は１次試験合格者に通知します。

受験手続　募集要項に基づき、試験申込書を人事課に提出してください。
　　　　　※募集要項は人事課で配布するほか、市のホームページからダウンロードできます。
　　　　　※郵送で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、
　　　　　　92 円切手を貼付したあて先明記の返信用封筒（長形３号 12cm×23.5cm）を必ず
　　　　　　同封の上、請求してください。

受付期間　７月17日㈮～８月17日㈪�８時30分～17時15分
　　　　　※土日祝日を除く。郵送の場合は、８月17日㈪までに到着したものを有効とします。

　●問い合わせ・申し込み・要項等の請求先
　　安来市総務部人事課　〒 692-8686  安来市安来町878番地 2　℡２３- ３０２１
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②
ひ
と
り
親
家
庭

　

住
民
税
課
税
証
明
（
※

１
）、
所
得
税
非
課
税
証
明

（
※
２
）

※
１
…
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、

市
外
に
住
所
が
あ
っ
た
人
（
本
人
と

家
族
）
の
み
必
要
で
す
。
そ
の
住
所

地
の
市
役
所
な
ど
で
証
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

※
２
…
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、

市
外
に
住
所
が
あ
っ
た
ひ
と
り
親
と

そ
の
家
族
（
同
一
住
所
で
18
歳
以
上

の
兄
姉
・
祖
父
母
。
世
帯
分
離
の
家

族
を
含
む
）
の
み
必
要
で
す
。
税
務

署
が
発
行
す
る
証
明
書
や
確
定
申
告

の
写
し
な
ど
、
非
課
税
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す
。

①
②
共
通　

申
請
書
、健
康
保
険
証
、

印
鑑

●
申
請
期
限　

８
月
28
日

（金）

●
申
請
先

保
険
年
金
課
（
安
来
庁
舎
③
窓
口
）、

広
瀬
・
伯
太
各
地
域
セ
ン
タ
ー

※
福
祉
医
療
制
度
受
給
資
格
は
、
申

請
月
よ
り
も
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
取

得
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

福
祉
医
療
証

対
象
…
重
度
の
心
身
・
知
的
障
が
い

者
・
ひ
と
り
親
家
庭
（
18
歳
未
満
ま

た
は
高
校
３
学
年
終
了
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
）

　

現
在
お
持
ち
の
医
療
証
は
、
９
月

30
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。
引
き
続

き
制
度
を
利
用
す
る
人
は
、
７
月
中

に
お
送
り
す
る
申
請
書
で
、
更
新
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

　

前
年
度
、
所
得
判
定
で
非
該
当
に

な
っ
た
人
や
、
更
新
手
続
き
を
し
な

か
っ
た
人
も
本
年
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
申
請
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
希
望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
重
度
の
心
身
・
知
的
障
が
い
者

　

身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
・
２
級
）、

療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
な
ど

※
20
歳
以
上
の
人
は
、
こ
の
ほ
か
平

成
26
年
中
の
障
害
年
金
・
恩
給
な
ど

の
受
給
額
が
わ
か
る
も
の
、
住
民
税

課
税
証
明
（
※
１
）
が
必
要
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
を
前
年
の

所
得
に
基
づ
き
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
保
険
料
の
額
や
納
付
方
法
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
を
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

対
象
…
70
歳
～
74
歳
の
国
保
加
入
者

　

８
月
か
ら
使
用
い
た
だ
く
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月
中
に
お
送

り
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
す
る
医

療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
２
割
ま
た

は
３
割
）
を
前
年
度
所
得
に
応
じ
て

決
定
し
て
い
ま
す
。
昭
和
19
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
引
き
続

き
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。（
現
役

並
み
所
得
を
得
て
い
る
人
は
３
割
負

担
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

対
象
…
75
歳
以
上
の
人

　　

８
月
か
ら
使
用
い
た
だ
く
新
し
い

被
保
険
者
証
（
紫
色
）
を
、
７
月
中

に
お
送
り
し
ま
し
た
。

国民健康保険高齢受給者証・後期高齢者医療被保険者証・福祉医療証

医療証等の更新時期です
●問い合わせ　保険年金課　国民健康保険　　℡２３－３０８４

　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療　℡２３－３０８５

　　　　　　　　　　　　　福祉医療　　　　℡２３－３０９４

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ
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住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
つ
い

て
、
医
療
費
と
入
院
時
の
食
事
代
が

減
額
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
70
歳
未
満
の
人
（
住
民
税

課
税
世
帯
・
非
課
税
世
帯
）
は
、
医

療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
適
用
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
申
請

に
よ
り
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
引
き

続
き
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す
。（
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
）

※
70
歳
以
上
の
課
税
世
帯
の
人
は
、

認
定
証
が
な
く
て
も
自
己
負
担
限
度

額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
被
保
険
者
証
②
印
鑑
③
90
日
以
上

の
長
期
入
院
を
し
た
人
で
減
額
制
度

の
該
当
に
な
る
人
は
、
直
近
４
カ
月

分
の
入
院
分
領
収
書
ま
た
は
請
求

書
。

●
申
請
先

保
険
年
金
課
（
安
来
庁
舎
③
窓
口
）、

広
瀬
・
伯
太
各
地
域
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

ご
存
じ
で
す
か
。
申
請
に
よ
り
医
療
費
や
入
院
時

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

医療費・入院時の食事代の減額範囲

対象となる人 適用範囲

後期高齢者医療被保険者（75 歳以上の人）
で非課税世帯の人

医療費と食事代を減額

国
保
加
入
者

70 歳未満の人（課税世帯・非課税世帯） 医療費の自己負担限度額が適用

70 歳未満で非課税世帯の人 食事代を減額

70 ～ 74 歳で非課税世帯の人 医療費と食事代を減額

医療費の自己負担限度額（1 カ月あたり）

区分 自己負担限度額（個人単位、入院と外来は別計算） 食事代
（１食あたり）

70
歳
未
満
の
人

上位所得者
所得 901 万円超 252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）× １％

　（4 回目以降 140,100 円） 260 円

所得 600 万円超
901 万円以下

167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）× １％
　（4 回目以降 93,000 円） 260 円

一　般
所得 210 万円超

600 万円以下
80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× １％
　（4 回目以降 44,400 円） 260 円

所得 210 万円以下 57,600 円　（4 回目以降 44,400 円） 260 円
非課税世帯 － 35,400 円　（4 回目以降 24,600 円） 210 円  ※ 1

区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 食事代
（１食あたり）

70
歳
以
上
の
人

現役並み所得 44,400 円 80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× １％
　（4 回目以降 44,400 円） 260 円

一　般 12,000 円 44,400 円 260 円
低所得者Ⅱ ※ 2 8,000 円 24,600 円 210 円 ※ 1
低所得者Ⅰ ※ 3 8,000 円 15,000 円 100 円

※１…入院日数が 90日を超えた場合、160 円になります。その際に再度申請が必要です。

※２…住民税非課税世帯。※３…住民税非課税世帯で、世帯全員に所得がない世帯。
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交
流
セ
ン
タ
ー
が
育
む
ふ
る
さ
と
の
誇
り

　

市
内
の
学
校
で
は
、
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
て
地
域
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
ど
も
を
育
む
た
め
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
で
も
子
ど
も
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
、
地

域
の
良
さ
、
子
ど
も
に
体
験
さ
せ
た
い
こ
と
、
地
域
の
課
題
な
ど
を
題
材
と
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
、
地
域
か

ら
学
校
に
事
業
の
提
案
を
す
る
な
ど
、
地
域
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
昨
年
、
島
根
県
の
公
民
館
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
だ
安
来
第
二
中
校
区
の
交
流

セ
ン
タ
ー
（
宇
賀
荘
・
大
塚
・
吉
田
・
能
義
）
と
広
瀬
中
学
校
区
の
交
流
セ
ン
タ
ー
（
広
瀬
・
布
部
・
比
田
・
山

佐
・
下
山
佐
・
菅
原
・
宇
波
・
東
比
田
・
西
谷
・
奥
田
原
）
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
中
学
生
が
安
来
節
を
中
心
と
し

た
伝
統
文
化
を
学
び
、
素
晴
ら
し
い

活
動
を
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
を
披

露
す
る
場
を
つ
く
り
、
地
域
の
人
に

も
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
語
る
大

塚
交
流
セ
ン
タ
ー
岡
屋
榮
六
館
長
。

　

昨
年
、
二
中
校
区
の
４
つ
の
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
関
心
を
持

ち
、
地
域
の
次
代
を
担
う
人
材
を
育

て
よ
う
と
二
中
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

二
中
で
は
、
十
年
以
上
前
か
ら
安

来
節
や
銭
太
鼓
な
ど
の
伝
統
文
化
を

　
交
流
の
場
・
発
表
の
場
を
設
け
て
地
域
の
一
員
に

教
え
、
ふ
る
さ
と
安
来
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
先
の
東

大
寺
や
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
な
ど
で

〝
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊
り
〟
や
〝
銭

太
鼓
〟
を
披
露
し
て
、
安
来
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

文
化
祭
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
生
徒
に
積
極
的
に
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
中
学
校
の
協
力
を
得
て
、
な
る

べ
く
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
住
民
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

地
元
で
あ
る

吉
田
交
流
セ
ン

タ
ー
の
文
化
祭

で
安
来
節
を
披

露
し
た
松
本
悠

３年生  松本悠
ゆう

里
り

くん

第二中学校

校区

中
学
生
を
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に

　

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
も

中
学
生
た
ち
の
活
躍
の
場
を
作
ろ
う

と
各
地
区
の
敬
老
会
・
文
化
祭
で
の

安
来
節
の
披
露
や
、
地
域
住
民
と
の

清
掃
活
動
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

▲銭太鼓を披露（吉田地区文化祭） ▲ポップコーン売り場を担当した大塚文化祭

地
域
で
活
躍
！
二
中
生

人
や
家
族
・
親
類
へ
の
恩
返
し
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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た
」。

　

地
域
の
人
と
顔
を
合
わ
せ
て
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
く
な
っ
て

も
進
ん
で
交
流
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た

り
、
盆
踊
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
帰
郷
し

た
り
、
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

里
く
ん
（
３
年
生
）
は
、「
近
所
の

人
の
前
で
踊
る
の
は
恥
ず
か
し
か
っ

た
け
ど
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
生
徒
が
地

域
で
ふ
る
さ
と
の
文
化
や
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
生
徒
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
へ
の

誇
り
や
親
近
感
を
醸
成
す
る
機
会
と

な
り
、
普
段
支
え
て
く
れ
る
地
域
の

人
や
家
族
・
親
類
へ
の
恩
返
し
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

や
り
人
権
を
大
切
に
す
る
子
、
③
礼

儀
正
し
い
心
豊
か
な
子
の
３
つ
の
子

ど
も
像
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
４

地
区
は
、
い
ず
れ
も
人
の
つ
な
が
り

が
強
い
地
区
で
す
。
こ
の
絆
の

強
さ
こ
そ
が
地
区
の
強
み
で
あ

り
、
そ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
く
れ

る
人
を
地
域
で
も
育
て
た
い
と
い
う

思
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
子
ど
も
た
ち
に
は
、
地

域
の
自
然
を
体
験
し
た
り
、
文
化
を

継
承
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

交
流
の
中
に
、
地
域
が
活
躍
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
一
員
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
地
域
を
支
え

　

奈
良
東
大
寺
。
境
内
に
弦
の
音
が
響

き
渡
る
と
お
そ
ろ
い
の
法は

っ
ぴ被

を
来
た
男

子
中
学
生
た
ち
が〝
ど
じ
ょ
う
す
く
い
〟

を
踊
り
出
し
ま
し
た
。
続
い
て
女
子
中

学
生
が
〝
ど
じ
ょ
う
す
く
い
女
踊
り
〟

を
、最
後
は
総
勢
約
50
人
が
〝
銭
太
鼓
〟

修学旅行先で安来市をＰＲ

た
り
、
体
育
祭
の
競
技
の
一
つ
に
安
来

節
を
取
り
入
れ
た
り
、
伝
統
文
化
の
教

育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
安
来
二
中
の
特

色
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
大
寺
で
踊
っ
た
持
田
俊
輔
く
ん（
３

年
生
）
は
「
安
来
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
よ

か
っ
た
。
大
事
な
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
誇
り

に
思
う
気
持
ち
が

確
か
に
育
っ
て
い

ま
す
。

大塚交流センター
岡屋榮六館長

３年生　持田俊輔くん

地
域
も
元
気
に

　

岡
屋
館
長
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
人

が
元
気
に
な
る
と
話
し
ま
す
。「
二

中
校
区
の
す
べ
て
の
交
流
セ
ン
タ
ー

に
生
徒
た
ち
が
来
て
、
安
来
節
や
吹

奏
楽
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ど
の
会
場
で
も
好
評
を
博
し
、

地
域
の
方
が
手
を
叩
い
て
喜
ん
で
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
お
互
い
の

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の
絆

が
深
ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し

地
域
と
の
交
流
が
心
を
豊
か
に

　

岡
屋
館
長
は
「
今
回
、
４
地
区
の

交
流
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
集
ま
っ
て

地
区
の
子
ど
も
を
ど
う
育
て
た
い
か

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
地
域
に
関
心
を
持
っ
て
ふ
る
さ
と

を
大
切
に
す
る
子
、
②
相
手
を
思
い

　▲能義地区敬老会では吹奏楽を演奏
　しました。

る
人
材
に
成
長
し
て

く
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
」。
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

を
披
露
す
る
と
大
勢
の
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　

二
中
の
修
学
旅
行
先
で
の
光
景

で
す
。
二
中
で
は
、
授
業
に
安
来

節
を
取
り
入
れ
て
、
安
来
節
保
存

会
か
ら
講
師
を
招
き
踊
り
を
習
っ

昨
年
の
東
大
寺
で
の
様
子
。

（
右
）
大
勢
の
観
客
前
で
安

来
節
を
披
露
（
下
）
息
を
そ

ろ
え
て
ど
じ
ょ
う
す
く
い
。
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10
館
連
携
で
子
ど
も
と
地
域
の
力
を
ア
ッ
プ

　

広
瀬
地
域
で
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
広
瀬
中
学
校
区
に
あ
る
10
の
交
流

セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
主
体
と
な
る
の

は
、
広
瀬
地
域
の
学
校
関
係
者
と
社

会
教
育
関
係
者
ら
で
組
織
す
る
広
瀬

地
域
教
育
支
援
活
動
運
営
委
員
会
。

学
校
支
援
、
放
課
後
支
援
、
家
庭
支

援
の
３
本
の
柱
に
、
子
ど
も
た
ち
が

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
心
豊
か

に
育
つ
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
一
つ
の
放

課
後
支
援
活
動
で
は
、
年
間
を
通
し

て
土
日
や
長
期
休
業
に
広
瀬
地
域
の

４
つ
の
小
学
校
か
ら
参
加
者
を
募

り
、
広
瀬
地
域
の
自
然
や
人
材
、
伝

統
文
化
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

広
瀬
地
域
す
べ
て
が
フ
ィ
ー
ル
ド

　

同
委
員
会
の
平
原
金
造
委
員
長

は
、
子
ど
も
た
ち
が
各
地
区
に
行
く

こ
と
で
、
他
の
地
区
へ
の
興
味
・
関

心
を
持
ち
、
地
域
を
知
る
機
会
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
子
ど
も
た

ち
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
学
校

で
は
で
き
な
い
体
験
を
さ
せ
て
や
り

た
い
と
始
め
ま
し
た
。
宇
波
で
川
遊

び
、
東
比
田
で
は
縄
久
利
神
社
の
探

検
、
西
谷
の
ド
ジ
ョ
ウ
の
里
満
喫
ツ

ア
ー
、
段
ボ
ー
ル
製
の
窯
を
使
っ
て

ピ
ザ
づ
く
り
な
ど
、
伝
統
文
化
に
触

れ
た
り
、
自
然
で
遊
ん
だ
り
、
地
域

の
人
々
と
交
流
し
な
が
ら
体
験
し
て

行
く
中
で
、
身
近
な
ふ
る
さ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
」。

　

近
年
、
広
瀬
で
は
子
ど
も
の

数
が
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
た

ち
に
集
団
遊
び
の
減
少
、
人
間
関
係

の
固
定
化
な
ど
の
状
況
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。
体
験
活
動
を
通
し
て

多
く
の
子
ど
も
が
交
流
を
持
つ
こ
と

で
、
他
校
の
同
級
生
と
遊
ん
だ
り
、

６
年
生
が
１
年
生
を
指
導
し
た
り
、

新
た
な
人
間
関
係
を
構
築
で
き
る
場

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
広
瀬
中
学

校
に
進
学
し
た
際
も
、
ス
ム
ー
ス
な

移
行
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
支
え
る
の

が
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

す
。
広
瀬
地
域
に
は
平
成
26
年

度
は
３
人
、
平
成
27
年
度
は
４

人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配

置
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ

の
役
割
は
、
放
課
後
支
援
活
動

の
企
画
、学
校
へ
の
希
望
調
査
、

企
画
の
打
ち
合
わ

せ
、
各
館
と
の
連
携
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
地
域
と
学
校
を
つ
な

ぎ
、人
と
人
を
つ
な
ぐ
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
躍
が
多
く
の
人
を

結
び
つ
け
、
広
瀬
地
域
を
活
性
化

さ
せ
て
い
ま
す
。

広瀬中学校

校区

広瀬地域教育支援活
動運営委員会　
　平原金造委員長

（
右
）
奥
田
原
地
区
で
ソ
リ
す

べ
り
を
体
験
（
上
）
太
鼓
の

壇
を
会
場
に
行
っ
た
水
鉄
砲

合
戦
（
左
下
）
東
比
田
地
区

の
縄
久
利
神
事
模
擬
体
験
。

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

交
流
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
た
こ
と

　人と人をつなぐ
地域コーディネーター
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（
右
）
奥
田
原
地
区
で
ソ
リ
す

べ
り
を
体
験
（
上
）
太
鼓
の

壇
を
会
場
に
行
っ
た
水
鉄
砲

合
戦
（
左
下
）
東
比
田
地
区

の
縄
久
利
神
事
模
擬
体
験
。

に
よ
り
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
ま
し
た
。「
広
域
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
一
つ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は

で
き
な
い
体
験
が
、
他
の
地
域
で
可

能
に
な
り
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
い
う
要
望
に
も
他
の
地
域
で

補
完
し
あ
え
る
体
制
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
な
人
材
の
発
掘
に

も
つ
な
が
り
、
地
域
の
輪
が
広
が

り
、
広
瀬
地
域
の
小
・
中
学
校
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
き
ま
し

た
」
と
話
す
平
原
委
員
長
。
地
域
資

源
を
使
っ
た
多
様
な
体
験
は
子
ど
も

た
ち
の
感
性
を
豊
か
に
し
ま
す
。

に
応
え
る
形
で
２
月
19
日
に
廃
校
と

な
っ
た
東
比
田
小
学
校
に
お
い
て
、

比
田
小
５
・
６
年
生
が
地
元
の
人
を

招
い
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ

く
廃
校
と
な
っ
た
西
谷
小
学
校
で
も

７
月
16
日
に
布
部
小
の
児
童
た
ち
が

授
業
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
は

各
地
区
で
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
地

域
と
学
校
の
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、

生
ま
れ
て
き
た
新
た
な
動
き
で
す
。

流
セ
ン
タ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
自
慢
を

一
つ
ず
つ
出
し
合
っ
た
、
広
瀬
の
ロ
ー
カ
ル
な

魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

制
作
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
地
域
の
再
発
見

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
広
瀬
町
内
の
各
交
流
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

デ
ィ
ー
プ
な
広
瀬
を
詰
め
込
ん
だ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た

力
は
向
上
し
、
地
域

を
つ
く
る
大
き
な
力

に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。」

効
果
は
地
域
に
も
波
及

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

　

平
原
委
員
長
は
、
ふ
る
さ
と
教
育

は
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
対
象
で
は
な

い
と
話
し
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
の

良
さ
は
、
住
む
人
が
関
心
を
も

ち
、良
さ
に
気
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
広
瀬
地
域
で
は
、
大
人
対

象
の
研
修
会
と
し
て
地
域
力
ア
ッ
プ

講
座
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
こ
そ
が
交
流

セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
捉
え
、
学

校
・
地
域
・
家
庭
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

よ
う
な
拠
点
と
な
る
こ
と
で
地
域
の

（
右
）芋
の
苗
植
え
を
指
導
す
る
支
援
者
。

（
下
）地
域
の
人
に
子
ど
も
に
つ
い
て
学

ぶ
地
域
力
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
。

広瀬地域で
こんな子どもを育てたい

ひ　人と人とのつながりを
　　大切にする子ども
ろ　ローカル（ふるさと）
　　の良さに気づき愛着を
　　もつ子ども
せ　積極的に取り組む子ども

　

広
瀬
地
域
教
育
支

援
活
動
運
営
委
員
会

が
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
中
で
生
ま
れ
た

の
が
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

〝「
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る

さ
と
広
瀬
」
そ
の
１
〟

で
す
。
地
域
内
10
の
交

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
人
に
も
思

わ
ぬ
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
地
区
に
来
て
体
験
す
る
姿

を
見
て
、「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
よ
い

と
こ
ろ
だ
」、「
来
年
は
昔
の
神
事
を

復
活
さ
せ
て
や
ろ
う
」
な
ど
、
改
め

て
自
ら
の
地
域
を
見
直
す
機
会
と
な

り
、
地
域
活
性
化
や
地
域
力
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
の
人
が
積
極
的
に
学

校
や
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
年
間
の
広
瀬
地
域
の

支
援
者
（
授
業
を
支
援
を
す
る
人
）

の
総
数
は
、
平
成
25
年
度
の
１
１
１

人
か
ら
平
成
26
年
度
は
２
７
１
人
と

大
き
く
増
加
。
ま
た
、
学
校
も
そ
れ

※広瀬地域の 10の交流センター
の館長が話し合って作りました。
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ホタルの舞にうっとり
　ホタルの里として知られる吉田地区の交流セン
ター周辺で６月11日から５日間、20回目となる吉田
ほたるまつりが開催されました。
　イベントが催された13日には、名物のソーメン流
しや特産品を扱う屋台などが軒を並べ、過去最大と
なる約２千人が来場しました。午後８時頃、日が落
ち暗くなると交流センター前の吉田川の川辺には、
多くのゲンジボタルのあかりがともりだし、ゆらり
と飛び回る幻想的な光景が見られました。見物客ら
は「キレイ」「すごい」などと言いながら、
ホタルが創り出す光の曲線に見入ってい
ました。

▲引き渡された稚魚
▼稚魚の入った袋をトラック
　の荷台に乗せる生産者　ドジョウの販売や養殖を手がける“やすぎどじょ

うセンター”で６月11日、養殖農家へ今年生まれた
稚魚の引き渡しが行われました。
　プールで12日間育てられた稚魚の大きさは約１㌢
ほど。センターの職員らが約１～２万匹ずつ袋に小
分けして、次々と養殖農家に手渡しました。農家は、
慎重に袋を持ち帰ると稚魚のエサとなるミジンコな
どを発生させた養殖池にゆっくりと放していました。
　折坂町の小川治江さんは「今年も元気な稚魚をい
ただいた。大きく育てたい」と笑顔で話していました。
　センターでは今年350万匹の稚魚を生産。早いも
ので７月下旬には６～７㌢ほどになり、出荷されま
す。平成27年度は4.3㌧の生産を予定しています。

ドジョウの稚魚を農家に

たうん

とぴっくす
身近な町の話題や
　　　　　出来事を紹介します
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秘書課　℡ 23-3010

あんなこと、こんなこと
　地域の話題をお届けします。
皆さまからの情報も、
　　　　お待ちしています。

ねんりんピック出場決定
　60歳以上がメンバーのシニアソフトボール
チーム「安来ゴールドチェリーズ」が、10月に
山口県で開催される全国健康福祉祭（ねんりん
ピック）に島根県代表として５年ぶり８回目の出
場を決め、６月22日に近藤市長に報告しました。
　ねんりんピックとは、60歳以上の人を中心に世
代を超えて交流を深めるスポーツと文化の祭典で
す。安来ゴールドチェリーズは、60～80代の27
人が加入しているチーム。17チームが参加した
県大会で優勝し、全国から70チーム・約1，000
人が参加する「ソフトボール交流大会」に出場し、
上位入賞をねらいます。

▲全国大会出場決定を報告した安来ゴールドチェリー
ズのメンバー。写真左から江角孝富さん、梶間弘さん、
中井弘美さん、近藤市長、永田誠治さん、田中操さん。

伯太中生徒が職場体験学習
　伯太中学校は、生徒が働くことへの関心や職業へ
の理解を深め、将来を見つめる機会をつくろうと６
月30日～７月３日、伯太地域内の事業所21カ所で職
場体験学習を行いました。
　体験学習を行ったのは、２年生40人。東母里で
酪農を営む寺田牧場（寺田禎

ただし

さん）では、２人の生
徒が搾乳やえさやり、子牛へのほ乳、チューリップ
の球根の根とりなど出荷準備を体験しました。山尾
育
いく と

大くんは、「牛を間近で見るのは初めてで戸惑った
けど、きびきび動いて精いっぱい頑張りたい」と話
しました。
　伯太地域では、学校・家庭・地域が一体となって
地域ぐるみで子どもを育てることを目的とする「伯
太地域教育支援活動」を今年から始めており、職場
体験学習も教育支援活動の一環です。

▲寺田牧場での職場体験の様子。写真右から、原
悠人くん、山尾育大くん。
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　「歴史の道百選」（文化庁）に選ばれている広瀬・清
水街道で６月29日、宇賀荘歴史の道を守る会の14人
が、草刈りや伐採などの街道の整備を行いました。
　今回、整備したのは宇賀荘地区の新御堂集会所付近
から清水峠までの約1.5㌔。山間部を通るこの街道は、
古くは参勤交代の道として、また、昭和の初め頃まで
は主要な生活道として使用されており、街道沿いには
史跡などが残っています。同会は、この由緒ある街道
を地域資源として活用しようと、３年前から草刈りや
巣箱設置、椿の植樹など環境整備に取り組んでいます。
　会長の原忠史さんは「歴史のロマンや往来した人々
の思いを感じて歩いてほしい」と話していました。

広瀬・清水街道を整備

笑って特殊詐欺を学ぶ
　多様化する消費者問題を学び、被害を未然に防ごうと
「よりよい消費生活のための集い」が６月28日、安来節
演芸館で行われ、約300人が参加しました。
　集いでは、おたすけ劇団が寸劇を披露。社会保険庁の
職員になりすました詐欺グループが、還付金があると巧
みに誘導し、ＡＴＭから現金を振り込ませる手口をユー
モアたっぷりに紹介しました。寸劇では「人は混乱する
ととっぴな行動をする。おかしいと感じたらまずは相談
して」と呼び掛けました。また、最新の手口を紹介した
芝山慶太弁護士の講演や、安来市ふるさと大使・桂吉弥
さんの落語もあり、参加者は楽しみながら対処法などを
学んでいました。

▲出雲弁を使いながら詐欺を寸劇で紹介したおた
すけ劇団

ＹＢＫショップ オープン
　県立松江養護学校安来分教室（高等部）が授業の一
環として取り組む実習店舗「ＹＢＫショップ」での販
売実習を７月２日、やすぎ懐古館一風亭で行いました。
　実習では、安来分教室の生徒14人全員で作る自家
製のジャムやスイーツ、パンなどを販売。３年生の男
子生徒３人が、レジ、商品の袋詰め、接客などを行い
ました。
　安来分教室では、“地域に根ざした分教室”となる
よう平成21年度に安来高校内に教室が設置されてか
ら、市内の事業所などで販売実習を行っており、今年
で７年目。野

の づ

津真一分教室長は、「生徒が社会に出る
前に、実習をとおし、自分で考えて動く
力を身につけてほしい」と話しました。

▲実習の様子。リーダーとなった生徒が、事前に品
ぞろえなどを考え、ショップ運営を検討します。
人気の焼きたてパンはすぐ売り切れに。

やすぎ・ぶん・きょうしつ

広報やすぎ　2015年８月14



2015

や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り

　
安
来
の
夏
を
鮮
や
か
に
彩
る
月
の
輪
ま
つ
り
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
車
両
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い

ま
つ
り
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

～
行
事
日
程
～

■
月
の
輪
神
事

　
14
日
㈮
～
17
日
㈪ 

19
時
30
分
～
26
時
、

　
安
来
町
市
街
地

■
花
火
大
会

　
14
日
㈮ 

20
時
～
20
時
45
分
、
安
来
港

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
14
日
㈮ 

15
時
～
21
時
30
分
、
安
来
港
特
設
ス
テ
ー
ジ

●
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
交
流
事
業
ス
テ
ー
ジ
、

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
藤
本
た
か
ら
・
ボ
ス
ト
ン
茶

の
湯
会
・O

ffi
cial

髯
男dism

ラ
イ
ブ
ほ
か

■
安
来
節
踊
り
・
真
夏
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
パ
レ
ー
ド

　
～
仁
輪
加
２
０
１
５

　
16
日
㈰ 

18
時
～
21
時
、
安
来
町
市
街
地

■
自
治
会
ス
テ
ー
ジ

　
16
日
㈰
・
17
日
㈪ 

18
時
～
22
時

　
（
一
部
17
時
30
分
～
）、

　
新
町
・
八
幡
町
・
明
治
町
・
大
市
場
・
中
市
場

●
芝
居
公
演
、
安
来
節
公
演
ほ
か

■
月
の
輪
あ
か
り
展

　
８
月
13
日
㈭
～
17
日
㈪ 

10
時
～
17
時
、

　
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
隣
接
）

　
●
ほ
の
か
な
灯あ

か
り
を
と
も
す
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま

　
　
す
。

■問い合わせ
　やすぎ月の輪まつり実行委員会事務局
　（商工観光課内）　℡３７-０７１１

開
催
期
間 

…
８
月
14
日
㈮
～
17
日
㈪

まつりの通行規制

不発花火（黒玉）を
みつけたら

　 花火大会以降に安来港周

辺で不発花火（黒色の球体）

を発見された場合は、 絶対

に手を触れないで、 消防署

までご連絡ください。

■連絡先…安来消防署
　℡２２-０１１９

14日

15日

16日

17日

広報やすぎ　2015年８月 15



ひろせ図書室
℡３２-４４５５

ラプラスの魔女	 東野圭吾

身元不明	 古野まほろ

遺跡発掘師は笑わない
～出雲王のみささぎ～
	 桑原水菜 
〈お子さんのほん〉

シロガラス3	 佐藤多佳子

かき氷（天然氷をつくる）
	 細島雅代／写真

はくた図書室
℡３７-００５０

きえもの日記	 高山なおみ

山月庵茶会記	 葉室麟

偽装	 笹本稜平

錦織圭 さらなる高みへ
	 塚越亘

〈お子さんのほん〉

 「和食」って何？	阿古真理

もりのホテル
	 ふくざわゆみこ

安来市立図書館
℡２２-２５７４

美女千里を走る	 林真理子

ウケる日記	 水野敬也

祝詞事典	 西牟田崇生

植物はすごい	 田中修

〈お子さんのほん〉

ごろごろごろん
	 とよたかずひこ

わらう	 浜田桂子

さくら猫と生きる	 今西乃子

わすれものの森 岡田淳

　
施
設　

・
ひ
ろ
せ
図
書
室

期
間　
８
月
12
日
㈬
～
16
日
㈰

　　

利
用
者
の
増
加
と
読
書
推
進
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
は
開
始
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場　
安
来
市
立
図
書
館　

２
階　

読
書
テ
ラ
ス

開
始
時
間　
10
時
30
分
～

①
８
月
４
日
㈫
　

　

お
は
な
し
会
（
図
書
館
職
員
）

②
８
月
６
日
㈭　

　

人
形
劇
ほ
か
（
安
来
親
子
読
書
サ
ー
ク
ル
）　

③
８
月
７
日
㈮

　

家
族
で
楽
し
む
お
は
な
し
会
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

　
（
読
み
手　

お
は
な
し
の
ん
の
）　

④
８
月
８
日
㈯

　

内
容　

新
聞
づ
く
り
（
要
申
込
）

　

講
師　

山
陰
中
央
新
報
社
の
安
来
支
局
長

　

※
参
加
希
望
の
人
は
安
来
市
立
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く

　
　

だ
さ
い
。

　

図
書
館
司
書
が
選

ん
だ
注
目
の
新
刊
を

紹
介
し
ま
す
。

book図書館からのお知らせ

　

次
の
期
間
、
閉
館
時
刻
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

期
間　
８
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮

閉
館
時
間

・
安
来
市
立
図
書
館

　

18
時
（
通
常
は
20
時
）

・
は
く
た
図
書
室

　

17
時
（
通
常
は
18
時
）

●そのほかの新着図書情報は…http://www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

　「あま～いおかしにご妖怪？」

著者　廣田衣世
出版社　あかね書房

「画家として、平和を希
ねが

う人として」
　老舗の和菓子店の息
子・八太郎は、お手伝
いが苦手な四年生の男
の子。そんな八太郎が
ある晩、店にあらわれ
た妖怪と出会い不思議
な体験をします。
　安来市在住の作家が
描く、安来をモデルに
展開する郷土色ゆたか
な作品です。

　第２次世界大戦後、
フィリピンで投獄され
た日本人戦犯の赦免運
動を通して、恒久平和
を訴え続けた布部出身
の画家、加納辰夫 ( 莞
蕾 ) の生涯を描きます。
　作者は莞蕾の四女で、
安来市加納美術館名誉
館長・加納佳世子氏。 著者   加納佳世子

出版社    メディアイランド

広報やすぎ　2015年８月16



安来のみなさん、ありがとうございました
　3年間ALTとして安来で働いてきましたが、
7月をもって安来を離れることになりました。
　3年前、何もわからずにやって来た安来はと
ても美しいところでした。素晴らしい自然や伝
統文化があり、タヌキ、サル、オオサンショウ
ウオなど、初めて目にした生き物もたくさんい
ます。しかし、本当の安来の魅力は、観光客が
体験できないところにあると思っています。
　当初は仕事以外の知り合いが少なく、さみし

く思うことがありました。しかし、
時が経つにつれ（人見知りの）安来

の人に顔を覚えてもらうと、祇園祭、地区運動
会、盆野球などたくさんの行事に声をかけても
らい「助っ人外国人」という役割で参加させて
いただきました。地域の人が私を常に気にかけ、
温かく受け入れてくれるやさしさは、安来での
生活をとても豊かなものにしてくれました。こ
の地域のやさしさ、つながりこそが本当の安来
の魅力だと思います。
　新しく３人のALTが来ます。安来市民の皆
さま、また温かく迎えてください。そして 3
年間ありがとうございました。またどこかでお
会いましょう。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、絵
本「
チ
リ
ン
の
す
ず
」と「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
と
シ
ャ
ボ
ン
ダ
マ
ン
」
を
は
じ
め
、
多
く

の
原
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
や
な
せ
さ
ん
の
平
和
を

願
う
強
い
思
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
描
こ
う

　
安
来
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
絵
を
展
示
し
ま
す
。

【
同
時
展
示
】「
加
納
莞
蕾
　
平
和
を
求
め
た
画
家
の
思
い
」

　
画
家
・
加
納
莞
蕾
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
フ
ィ
リ

ピ
ン
戦
犯
と
し
て
収
容
さ
れ
て
い
た
旧
日
本
人
兵
士
を

救
う
た
め
に
尽
力
し
、
そ
の
後
、
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
の
人
権
を
守
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
作
品
を
通
し

て
平
和
を
求
め
た
莞
蕾
の
人
生
を
た
ど
り
ま
す
。

 安来市加納美術館
からのお知らせ

　安来市加納美術館は世界平和を希求
した加納莞蕾の思いを伝える施設です   
 所在地　広瀬町布部345-27
 開館時間 ９時～16時30分（入館16時）
 入館料　一般800円、中・高生400円
　　　　 小学生200円
 　※障害者手帳をお持ちの人　無料
 休館日　毎週火曜日（祝日は翌日休館）
 ℡0854-36-0880　FAX 0854-36-0881

安
来
市
平
和
の
つ
ど
い
事
業

「平
和
と
正
義
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
な
せ
た
か
し
の
世
界
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
23
日
㈬
㈷
ま
で

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

●
７
月
19
日
㈰
・
８
月
14
日
㈮
…
折
り

紙
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
（
13
時
～
）

●
７
月
20
日
㈪
㈷
…
タ
イ
カ
ー
ビ
ン
グ

※
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
彫
刻（
14
時
～
）

●
７
月
26
日
㈰
…
木
の
実
で
ア
ク
セ

サ
リ
ー
づ
く
り
（
13
時
～
）

●
８
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
…
平
和
の

あ
ん
ど
ん
作
り
（
13
時
～
）

●
８
月
９
日
㈰
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト（
①
11
時
30
分
～
、②
13
時
～
）

●
８
月
15
日
㈯
平
和
祈
念
祭

●
８
月
16
日
㈰
絵
本
の
会
※
読
み
聞

か
せ
（
①
11
時
～
、
②
13
時
～
）

●
８
月
29
日
㈯
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紙
芝

居
（
①
11
時
～
、
②
13
時
～
）

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

広報やすぎ　2015年８月

エンジョイ！

カラムの

ＡＬＴ（外国人指導助手）リレートーク、

今

月
の担当ＡＬ

Ｔ

17

ⓒやなせたかし・フレーベル館

ⓒやなせたかし・フレーベル館

アンパンマンとシャボンダマン

チリンのすず
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行　

政

七
夕
飾
り
を
回
収
し
ま
す

環
境
政
策
課
℡
23-

３
１
０
０

　

河
川
の
環
境
保
全
の
た
め
、

川
に
笹
飾
り
を
流
さ
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　
８
月
７
日
㈮

場
所
・
時
間　
▽
安
来　
中
庭

駐
車
場
18
時
～
19
時　
▽
広
瀬

富
田
橋
中
土
手
河
川
敷
16
時
～

18
時　
▽
伯
太　
駐
車
場
17
時

30
分
～
18
時
30
分

盆
の
仏
送
り
の
供
養
物
を
引
き

取
り
ま
す

　

環
境
政
策
課
℡
23-

３
１
０
０

　
次
の
場
所
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
８
月
15
日
㈯　

場
所
・
時
間　
▽
安
来
港
岸
壁

（
17
時
～
20
時
30
分
）　
▽
荒
島

王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場
（
19
時

～
20
時
30
分
）　

▽
島
田　
（
19

時
30
分
～
20
時
30
分
）

▽
広
瀬
富
田
橋
河
川
敷
駐
車
場

（
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

●
８
月
16
日
㈰　

場
所
・
時
間　
▽
安
来

中
庭

駐
車
場
（
７
時
～
８
時
30
分
）

▽
光
現
寺
前
伯
太
川
河
川
敷

（
20
時
～
21
時
）

そ
の
他 

▽
中
身
の
見
え
る
袋
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
（
回
収
で
き

る
も
の
は
可
燃
物
の
み
で
、
不

燃
物
は
引
き
取
り
ま
せ
ん
）　
▽

各
会
場
と
も
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、係
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は

８
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
現
況
届
は
、
引
き
続
き
受
給

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
も
の
で
、
届
が
提
出
さ
れ

な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
に
は
、
７
月
末
に
必

要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

℡
０
８
５
２-

22-

７
２
０
２

受
講
期
限　
▽
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
新
た
に
従
事
す
る
こ
と

と
な
っ
た
人
は
、
そ
の
日
か
ら

１
年
以
内
。（
２
年
以
内
に
免

状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
交
付
日
ま
た

は
受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初

の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
）

▽
前
回
の
講
習
を
受
講
後
、
引

き
続
き
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
は
、
前
回
講

習
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
。

期
日
・
場
所　

８
月
26
日
㈬
、

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
請
先　
島
根
県
危
険
物
保
安

協
会
連
合
会（
松
江
市
北
堀
町
）

申
請
期
限　
８
月
16
日
㈰

そ
の
他　
申
請
書
類
は
、
消
防

本
部
予
防
課
、
広
瀬
伯
太
各
分

署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

農耕作業用自動車・小型特殊自動車をお持ちの人へ
－申告のお願い－

　乗用型で最高時速が 35 ㌔未満の農耕作業用自動車や
小型特殊自動車は、軽自動車税の課税対象となります。
　これらの車両を取得した人や、未申告の車両を所有し
ている人は、速やかに軽自動車税の申告手続きを行い、
標識（ナンバープレート）の交付を受けてください。

※公道を走行しない（工場内や田畑でしか使用しない）
　車両も課税の対象となります。
※現在、使用していない車両でも、所有していれば課
　税の対象となります。

 　税務課　℡２３－３０４１

農耕作業用自動車
（乗用型で、最高時速 35 ㌔未満の車両）

・トラクター、コンバイン、田植機など

　小型特殊自動車
　 ・フォークリフト、ショベルローダ、
　　　　　　　　 タイヤローラーなど

次の車両は軽自動車税の申告が必要です

　

福
祉
課
℡
23-

３
２
１
１

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
中
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

18

問

問問

問

申
問

庁

庁

庁
交

申
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庁…庁舎
地…地域センター

健…保健センター
交…交流センター

申…申し込み先
問…問い合わせ

島
根
県
農
林
水
産
総
務
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
　

島
根
県
農
林
水
産
総
務
課

　

℡
０
８
５
２-

22-

５
１
１
９

●
農
林
水
産「
み
ら
い
講
座
」～

島
根
県
農
林
水
産
部
試
験
研
究

施
設
の
見
学
を
し
ま
せ
ん
か
～

　
島
根
県
農
林
水
産
部
試
験
研

究
施
設
で
は
、
農
業
・
林
業
・

行
政
告
知
端
末
な
ど
の
通
信
機

器
に
つ
い
て

　

・
情
報
政
策
課
℡
23-

３
０
７
７

 
・
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

　

℡
22-

５
０
５
０

　
ご
家
庭
な
ど
に
設
置
し
て
あ

る
行
政
告
知
端
末
や
光
回
線
終

端
装
置
（
Ｏ
Ｎ
Ｕ
）
な
ど
の
通

信
機
器
は
、
市
が
貸
与
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

家
屋
の
増
改
築
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
移
設
す

る
場
合
や
、
機
器
を
設
置
し
て

い
る
家
屋
の
解
体
に
伴
い
取
り

外
す
場
合
は
、
ご
自
身
で
は
行

わ
ず
、
必
ず
事
前
に
や
す
ぎ
ど

じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

水
産
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
農
林
水

産
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
や
、

施
設
を
見
学
し
た
い
人
な
ど
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
施
設　
県
内
の
中
山
間
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
、
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど

※
見
学・学
習
メ
ニ
ュ
ー
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
島
根
県
農
林
水
産

総
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
日
９
時
～
16
時
30
分

※
業
務
の
都
合
で
対
応
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
農
林
水
産｢

も
の
知
り
出
前

講
座
」
を
実
施
し
ま
す

　
島
根
県
の
豊
か
な
自
然
や
農

林
水
産
業
の
魅
力
な
ど
、
県
職

員
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
す
る
10
名
以
上
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
。

内
容　
▽
小・中
学
生
向
け
５
メ

ニ
ュ
ー　
▽一般
向
け
４
メ
ニ
ュ
ー

日
時　
随
時(

土
日
も
含
む)

。

10
時
～
20
時
の
間
で
１
講
座
に

つ
き
１
時
間
程
度
。

申
込
方
法　
開
催
予
定
日
の
お

お
む
ね
１
カ
月
前
ま
で
に
電
話

な
ど
で
申
し
込
み
。

※
派
遣
料
・
資
料
代
は
無
料
。

会
場
、
資
材
な
ど
は
申
し
込
み

団
体
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
島
根
県
農
林
水
産

総
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

首
都
圏
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
と
島
根

県
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
交
流
会

問
島
根
県
産
業
振
興
課

　

℡
０
８
５
２-

22-

６
２
２
０

　
島
根
県
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産

業
で
は
、
即
戦
力
と
な
る
優
れ
た

Ｉ
Ｔ
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
首
都
圏
な
ど
に
在
住
の
Ｉ
Ｔ

技
術
者
を
対
象
に
、
島
根
県
内
の

Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
交
流
会
を
開
催

し
、
相
互
理
解
を
深
め
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

日
時　

８
月
29
日
㈯
13
時
～

17
時

場
所　
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
（
東
京
都
台
東
区
）

対
象　
Ｉ
Ｔ
企
業
に
従
事
し
て

い
る
（
従
事
し
て
い
た
）
Ｉ

Ｔ
技
術
者
で
島
根
県
へ
の
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
を
検
討
し
て
い
る
人

参
加
費　
無
料

内
容　
▽
基
調
講
演　
▽
交
流

会
（
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
話
す

エ
リ
ア
、
一
社
と
話
す
エ
リ
ア
）

参
加
企
業　
30
社
程
度
（
予
定
）

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

申
問
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　
第
１
回
８
月
31
日

㈪
、
第
２
回
９
月
20
日
㈰

資
料
請
求　

島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
（
無
料
）

※
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　平成 25年８月に京都府福知山市で
開催された花火大会において、メー
ン会場で営業を行っていた露店から
２回爆発が起こり、多数の死傷者が
出る火災が発生しました。
　この事故を契機に消防法の改正が
あり、屋外イベントにおいて火気器
具等を使用する露店・屋台を出店す
る場合は、消火器の準備と露店開設
の届出が必要となります。

届出書　消防署に設置。
　　　　安来市ホームページからも
　　　　ダウンロード出来ます。
提出先　届出書に必要事項を記載の
　　　　うえ、予防課または、最寄
　　　　りの消防署まで提出してくだ
　　　　 さい。

　　予防課　℡２３- ３４２６

火気器具を扱う
露店・屋台の出店には
消火器と届出が必要です

▲光回線終端装置
   （ＯＮＵ）

　　　　　　　　 ▲行政告知端末

19

問

問

申
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問
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保　

健

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
夏
期
）

　
　

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

　

℡
０
８
５
２-

28-

０
６
９
４

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

面
接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職

面
接
会
で
す
。

日
時
・
場
所　
８
月
12
日
㈬
13

時
～
16
時
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

対
象
者　
平
成
28
年
３
月
大
学

等
卒
業
予
定
者
、
大
学
等
卒
業

後
３
年
以
内
の
未
就
職
者
、
県

内
就
職
を
希
望
す
る
一
般
求
職

者
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望

す
る
人
。

参
加
企
業　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順

次
掲
載
。

●
オ
プ
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日
時
・
場
所　
８
月
11
日
㈫
10

時
～
16
時
、
松
江
テ
ル
サ

内
容　
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
応
募
対
策

県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
（
要
申
込
）

　
　

島
根
県
立
盲
学
校

　

℡
０
８
５
２-

36-

８
２
２
１

　
視
覚
に
障
が
い
が
あ
り
、
盲

学
校
で
の
勉
強
に
関
心
が
あ
る

人
や
、
学
校
・
医
療
・
労
働
機

関
な
ど
の
関
係
者
を
対
象
に
開

乳
幼
児
健
診

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-
３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
８
月
６
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、
広
瀬

対
象　
平
成
27
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

日
時　
８
月
18
日
㈫　
▽
５
～

６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～
10
時

▽
９
～
11
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　
広
瀬

申
込
期
限　
８
月
14
日
㈮

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

日
時
・
場
所　
８
月
９
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、
広
瀬

対
象　
妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容　
助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど
。

申
込
期
限　
８
月
７
日
㈮

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
９
か
月
児
相
談
会

日
時
・
場
所　
８
月
6
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、
広
瀬

対
象　
平
成
26
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
８
月
27
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、
伯
太

対
象　
平
成
26
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
８
月
27
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、
伯
太

対
象 

平
成
24
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

日
時　
８
月
19
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　
広
瀬

対
象　
平
成
27
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

寄
宿
舎
見
学
な
ど
。

そ
の
他　
希
望
者
に
は
、
午
後

か
ら
個
人
面
談
、
理
療
科
授
業

体
験
を
行
い
ま
す
。

安
来
市
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す

　

福
祉
課
℡
32-

９
５
０
０

申
請
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
11

月
４
日
㈬

申
請
窓
口　
福
祉
課（
広
瀬　
）、

市
民
課
（
安
来　
）、伯
太　
（
伯

太　
）

そ
の
他　
申
請
書
は
、
７
月
末

に
申
請
書
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手

帳
、
予
防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

20

申

申

問

問

問

申
問

申
問

問

問

健健健

健

健
健

庁

地

庁

健

健

催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
26

日
㈬
（
締
切
８

月
７
日
㈮
）・

９
月
30
日
㈬

（
締
切
９
月
４

日
㈮
）
各
10
時

～
12
時
40
分

場
所　
島
根
県

立
盲
学
校
（
松

江
市
西
浜
佐
蛇

町
）

内
容　
学
校
の

概
要
説
明
、
視

覚
障
が
い
者
へ

の
支
援
グ
ッ
ズ

の
紹
介
、学
校・
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庁…庁舎
地…地域センター

健…保健センター
交…交流センター

申…申し込み先
問…問い合わせ

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

そ
の
他　
▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象　
▽
定
員
15
人　

▽
要
申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持

込
不
要
。

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　
一
人
５
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　
日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談　

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
午
前
コ
ー
ス

日
時　
８
月
24
日
㈪
～
27
日
㈭

の
４
日
間
、
９
時
30
分
～
12
時

30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　

▽
要

申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
ワ
ー
ド
初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時　
８
月
28
日
㈮
～
９
月
15

日
㈫
の
間
の
毎
週
火
曜
日
・
金

曜
日
17
時
30
分
～
19
時
30
分

●
親
子
触
れ
合
い
リ
ズ
ム
遊
び

（
要
申
込
）

　
親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、

手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
８
月
26
日
㈬

10
時
30
分
～
12
時
、
広
瀬

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　
　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

℡
23-

３
２
２
０　

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
８
月
３
日
㈪・10
日
㈪・

17
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

妊
婦
歯
科
検
診
（
無
料
）

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

日
時
・
場
所　
８
月
30
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、
広
瀬

対
象　
５
月
～
７
月
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
。

（
対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に

受
診
時
間
を
記
載
し
た
予
約
票

を
お
送
り
し
ま
す
）

内
容　
歯
科
検
診
、歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、予
約
票
、ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

（
要
申
込
）

　
助
産
師
さ
ん
に
よ
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
い
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
赤
ち
ゃ
ん
も

お
母
さ
ん
も
気
持
ち
よ
く
な

り
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　

８
月
11
日
㈫

10
時
30
分
～
12
時
、
広
瀬

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者

　
食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
８
月
４
日
㈫
９
時
30
分
～
16

時
、 

安
来
中
央

▽
８
月
18
日
㈫
９
時
～
12
時
、

広
瀬

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

教
室
・
講
座

企業等人権・同和問題研修会

　男女共同参画社会を築くためには、相手を
思いやる人権尊重の心が大切です。今回は、
女性の人権について考えるとともに、身近な
人権問題を題材にしたＤＶＤ視聴などを行い
ます。
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　記

日時　８月25日㈫14時10分～15時40分
場所　安来市学習訓練センター
講師　山崎道弘（安来市人権施策推進課）
演題　｢ 男女共同参画で支え合い
　　　　　　　　認め合う安来のまちづくり ｣
その他　▽市内企業向けに開催しますが、ど
　　　　　なたでも参加できます　
　　　　▽申し込みは不要です　

　　人権施策推進課 ℡２３-３０９５
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広報やすぎ　2015年８月

募
集
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
９

月
７
日
㈪

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　
福
祉
・
介
護
分
野
で
働
き
た

い
人
へ
の
就
職
支
援
を
行
い
ま

す
。

内
容　
▽
介
護
の
基
礎
資
格
の

取
得　
▽
介
護
職
場
へ
の
就
職

支
援

対
象　
島
根
県
内
に
お
住
ま
い

で
県
内
の
福
祉
・
介
護
の
職
場

に
就
職
を
希
望
し
、
介
護
分
野

の
資
格
が
な
い
人

相　

談

日
時　
９
月
11
日
㈮
～
10
月
26

日
㈪
の
平
日
９
時
～
17
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

別
途
１
５
０
０
０
円
程
度
）

申
込
締
切　
８
月
27
日
㈭

そ
の
他　
▽
定
員
30
人
（
参
加

申
込
書
を
も
と
に
選
考
を
行
い

ま
す
）　

求
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
（
無
料
）

　
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
求
職
者
を
対
象
に
、
地
域
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
求

職
者
は
、
就
職
に
必
要
な
実
践

的
技
能
・
知
識
に
つ
い
て
、
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
10
月
の
募
集
内
容

コ
ー
ス　
▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科　
▽
金
属
加
工
科　

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科　

▽
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

訓
練
期
間　
10
月
２
日
㈮
～
３

月
28
日
㈪

10
日
㈪
・
27
日
㈭
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

内
容　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で

す
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時
、
市
民
相
談
室

℡
23-
３
０
６
８

行
政
相
談
所　
▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
～
12
時　
▽
市
民

相
談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　
▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）

　
仕
事
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
。

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン｣

※
月
２
回　
▽
10
時
～

12
時　

▽
定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
９

　鳥取大学医学部附属病院の先生が健康
や医療について、分かりやすく話されます。
日時　８月30日㈰14時～15時
場所　広瀬中央
講演　「ＣＫＤ（慢性腎臓病）にご用心」
　　　～健診で蛋

たんぱく

白尿、ｅＧＦＲが低いと言われたら～
講師　宗村千潮氏（腎臓内科）

　いきいき健康課　℡２３- ３２２０

８月３日は司法書士の日です。

　司法書士は
　身近な総合法律アドバイザーです

■司法書士無料法律相談
日時　８月８日㈯ 13 時～ 17 時
場所　島根県司法書士会館（松江市南田町）
内容　相続、遺言、不動産売買、名義変更
　　　登記、お金の貸し借り、借金、悪質
　　　商法、会社登記、裁判、調停、成年
　　　後見等高齢者の財産管理など。
その他　予約優先
　　　（予約は平日12時30分～15時30分）
　申問司法書士総合相談センター
　　　℡ 0120-114-234

■司法書士の日記念相談会
　悩みやトラブルを抱えている人の相談を受
けて法的に解決に導きます。
日時　８月３日㈪
場所　県内の各司法書士事務所
内容　不動産の相続や売買・登記に関する
　　　相談など
　　問島根県司法書士会事務局
　　　℡ 0852-24-1402

心
の
健
康
相
談（
無
料・要
申
込
）

　
　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　

福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

日
時
・
場
所　
８
月
６
日
㈭
・

とりだい病院安来メディカルセミナー
（参加無料）

健康と医療

22

申

申

申

問

問

問

交

問



広報やすぎ　2015年８月

庁…庁舎
地…地域センター

健…保健センター
交…交流センター

申…申し込み先
問…問い合わせ

井
尻
八
朔
祭

　

協
賛
会
・
白
根

　

℡
０
９
０-

５
６
９
５-

０
４
１
８

　
安
来
の
夏
を
締
め
く
く
る
お

祭
り
。
山
肌
に
ゆ
ら
め
く
千
本

余
り
の
万ま
ん
と
う
ろ
う

灯
籠
を
背
景
に
、
近

く
の
水
田
か
ら
打
ち
上
が
る
花

火
は
迫
力
満
点
で
す
。

日
時
・
場
所　
８
月
29
日
㈯
19

時
30
分
～
23
時
、
井
尻
町
内

内
容　
▽
子
ど
も
み
こ
し
（
19

時
30
分
）　
▽
演
芸
・
唄
、
踊

り
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
（
20
時

～
）　

▽
万
灯
籠
（
20
時
30
分

～
23
時
）　

▽
花
火
（
21
時
15

分
～
30
分
）
※
予
定

美
保
基
地
体
験
搭
乗

申
問
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉

外
室

　

℡
０
８
５
９-

45-
０
２
１
１

〒
６
８
４-

０
０
５
３
境
港
市
小

篠
津
町
２
２
５
８

期
日　
９
月
13
日
㈰

場
所　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

機
種
・
募
集
人
員　
▽
Ｃ-

１

型
輸
送
機
（
３
０
０
人
）　
▽
Ｙ

Ｓ-

11
型
輸
送
機
（
２
０
０
人
）

対
象　
小
学
生
以
上
の
人
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

応
募
方
法　
官
製
ハ
ガ
キ
に
搭

乗
希
望
機
種
、
搭
乗
希
望
者
全

員
の
郵
便
番
号
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
（
学
生
は
学
年
も
記
入
）・

電
話
番
号
（
携
帯
電
話
を
お
持

ち
の
人
は
そ
の
番
号
も
記
入
）

を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。（
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
２
人

ま
で
）

応
募
期
限　
７
月
30
日
㈭
必
着

※
抽
選
の
上
、
当
選
者
に
は
８

月
14
日
以
降
に
搭
乗
券
の
発
送

を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ワ
イ
ワ
イ
き
っ
ず
フ
リ
マ

　

や
す
ぎ
ワ
イ
ワ
イ
宣
言
！

（
安
来
商
工
会
議
所
内
）

　

℡
22-

２
３
８
０

　

子
ど
も
た
ち
が
店
主
と
な

り
、
一
風
亭
を
会
場
に
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

日
時　
８
月
９
日
㈰
10
時
～
12

時場
所　
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

イ
ベ
ン
ト

 　「平成の名水百選」に選ばれて
いる鷹入りの滝の周辺で行われ
る、「涼」を感じるお祭りです。

日時　８月13日10時～
場所　鷹入りの滝　周辺
内容　・そうめん流し
　　　・ニジマスのつか
　　　  み取り
　　　・金魚すくい
　　　　　（鯉の稚魚）
　　　・焼きとり
　　　・古代米おにぎり
　　　　と猪汁など

　赤屋　　℡３８－０１４５

そ
の
他

お
わ
び
と
訂
正

　

管
財
課
℡
23-

３
０
３
０

　
ど
げ
な
か
ね
７
月
号
（
６
月

19
日
発
行
）
に
掲
載
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
箇
所
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　
４
ペ
ー
ジ
“
庁
舎

を
移
転
し
ま
す
”
中
段
・
介
護

保
険
課
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

（
誤
）FAX 

32-

９
０
０
８
。

（
正
）FAX 

32-

９
０
０
９
。

　やすぎ環境フェア２０１５

　「未来の環境を考える日」をテーマ
に今年も開催します。
日時　９月13日㈰10時～15時
場所　和鋼博物館前広場
イベント
▽ステージイベント
・小学生による環境学習発表
・パフォーマンス集団「ＷＨＯ？
　舞公 !」 のバルーンアートやジャ
　グリングなど

涼水

鷹入りの滝まつり

清

見て・聞いて・体験して

考えよう安来の環境、地球の未来

▽体験型企画
・自然エネルギー教室（小中学生対象、
　4 年生以下は保護者同伴）
・太陽光で発電 ｢ エコエコレーサー ｣
・マグネシウムと塩水で発電 ｢ アクア
　スパイダー ｣
▽お楽しみエコ抽選会
▽環境関連の出店、フードコーナーなど
　ほかにも楽しい企画が盛りだくさん

特別講演「どうなる地球温暖化
　～世界は日本はどう取り組むか～」

講師　竹内純子（国際環境経済研究所理事）
主催　環境とエネルギーを考える消費者の会

　環境政策課　℡２３ - ３１０２
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あ

エッサくんと行く

広
報
や
す
ぎ
　
平
成
27
年
８
月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

　坊床山から流れ出る12メートルほどの落差の塩滝は、四季折々に
美しい景観を醸し出す、宇波の名勝地として知られています。　
　滝の側には、物語にも登場した将軍の妻・塩津姫（伝・富田城城主
塩谷高貞の娘）をまつる塩滝神社がありましたが、明治時代に宇波神
社に合祀され、今は石碑が建っています。
　また、将軍が命を落とした水田原には将軍神社、滝奥には将軍が軍
用金を投げ入れた余

よ

金
がね

渕
ぶち

、将軍の子が亡くなった赤子渕など、宇波に
はお話にまつわる旧跡が多く残り、伝説を今に伝えています。

やすぎ再発見
塩滝＆将軍神社　（広瀬町宇波）

塩
し お

滝
た き

の将
しょう

軍
ぐ ん

伝
で ん

説
せ つ

　「目
め

指
ざ

す富
と

田
だ

城
じょう

はあの山
やま

の向
む

こうだ。皆
みな

の者
もの

、もう少
すこ

しが

んばるのじゃ」。室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

の初
はじ

め、一
ひ と り

人の将
しょう

軍
ぐん

が戦
たたか

いに敗
やぶ

れ、家
か

族
ぞく

や家
け

来
らい

を連
つ

れて逃
に

げてきました。

　将
しょう

軍
ぐん

たちが伯
はく

太
た

の十
じゅう

年
ねん

畑
ばた

に入
はい

ると、ちょうど日
ひ

が暮
く

れま

した。「今
こん

晩
ばん

はここで泊
と

まり、明
あ し た

日の朝
あさ

、一
いち

番
ばん

どりが鳴
な

いた

ら出
しゅっ

発
ぱつ

しよう」と休
やす

みをとることにしました。将
しょう

軍
ぐん

が連
つ

れ

てきていたニワトリは、決
き

まって朝
あさ

３時
じ

に鳴
な

くので、それ

を合
あい

図
ず

に出
しゅっ

発
ぱつ

しようと決
き

めたのです。

　次
つぎ

の朝
あさ

、一
いち

番
ばん

どりの鳴
な

き声
ごえ

で

目
め

を覚
さ

ました将
しょう

軍
ぐん

は驚
おどろ

きまし

た。日
ひ

はすでに空
そら

高
たか

く、すっか

り夜
よ

は明
あ

けています。ニワトリ

がこの日
ひ

に限
かぎ

って遅
おく

れて鳴
な

い

たのでした。

　将
しょう

軍
ぐん

たちは慌
あわ

てて出
しゅっ

発
ぱつ

し

ました。坊
ぼう

床
とこ

山
やま

を抜
ぬ

け、宇
う

波
なみ

の

塩
しお

滝
たき

まで来
く

ると、後
うし

ろから追
お

っ手
て

の姿
すがた

が見
み

えました。なん

とかついてきていた将
しょう

軍
ぐん

の妻
つま

は、「私
わたし

がいることで皆
みな

が捕
つか

まってしまう」と、止
と

める間
ま

もなく滝
たき

に身
み

を投
な

げてしまい

ました。将
しょう

軍
ぐん

は泣
な

き崩
くず

れましたが、妻
つま

の思
おも

いをムダにしな

いようにと、先
さき

を急
いそ

ぎました。富
と

田
だ

城
じょう

まであと少
すこ

し、宇
う

波
なみ

の

水
みず

田
た

原
ばら

で一
ひと

息
いき

ついたそのとき、辺
あた

りから大
おお

きな声
こえ

が上
あ

がり

ました。すでに敵
てき

に囲
かこ

まれていたのです。将
しょう

軍
ぐん

は力
ちから

をふり

しぼって戦
たたか

いましたが、敵
てき

は次
つぎ

から次
つぎ

にやってきて、とう

とう討
う

ち取
と

られてしまいました。

　宇
う

波
なみ

の人
ひと

々
びと

はこの将
しょう

軍
ぐん

を哀
あわ

れに思
おも

い、社
やしろ

を建
た

てて拝
おが

み

ました。また、長
なが

い間
あいだ

、ニワトリを縁
えん

起
ぎ

のよくないものとし

て、飼
か

うことも食
た

べることもしなかったということです。

エッサ

四コママンガ

塩滝

将軍神社


